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 令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査  結果 分析 

 
○全国の記録と同程度もしくは上回った種目 

R06 握力、反復横跳び、50ｍ走、 

       ソフトボール投げ 

R07 握力、反復横跳び、立ち幅跳び 

       ソフトボール投げ、長座体前屈 

○全国の記録より下回った種目 

  ５０ｍ走、上体起こし、20ｍシャトルラン 

・縄跳びの取組、運動アナロゴンの準備運動化、運動の

日での運動機会の創出や環境をつくることによって、

瞬発的な力が向上してきている。一方で、恒常的に力

を持続する能力に課題がある。 

 
○全国の記録と同程度もしくは上回った種目 

 R06  握力、長座体前屈、50ｍ走、 

       上体起こし、ソフトボール投げ 

R07 握力、長座体前屈、反復横跳び、 

ソフトボール投げ 

○全国の記録より下回った種目 

  立ち幅跳び、５０ｍ走、20ｍシャトルラン 

 

・縄跳びの取組、運動アナロゴンの準備運動化、運動の

日での運動機会の創出や環境をつくることによって、

瞬発的な力が向上してきている。一方で、恒常的に力

を持続する能力に課題がある。 

 ・「運動やスポーツをすることが好き」「体育の 

授業は楽しい」と回答する児童の割合が、全国 

平均以上の水準を維持している。 

・「学校の体育の時間以外で１日に運動する時間」

の項目では、男女ともに１週間を通して全国平均

を大きく上回る結果となった。 

・体育の授業では、楽しんで参加していると答え

た児童が多かった。体育の時間でも運動してい

る時間が多かったことから、今後も、日常の中

で運動できる場を設置していく。 

 

①体育・保健体育等の 

授業の充実 

②授業以外で子どもの 

運動機会を創出する取組 

③子どもが自ら 

健康の保持増進を図る取組 
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運動・スポー
ツへの意識、
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三つの取組 
 

家庭・地域との 

連携・協働 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縄跳びカードを用いた「縄跳び活動」に対する賞賛＝動きを持続する能力を高める 

体育の授業の準備運動化・年間を通して継続的に取り組む指導の充実 

一人一人が目標を持ち、学期ごとに振り返り次へ繋げる 

運動アナロゴンの準備運動化 

文部科学省の動画を基に 

体を動かす時間の確保 

運動する多様な場づくり 

体育大会、体力テスト、マット跳び箱週間の設定 

自己の記録の記録化・自己の伸びの実感 

高学年の姿を手本にできるグループ編成 

体づくり委員会によるお手本動画の実施 

月に 1回運動能力の向上を目指す「運動の日」 

委員会の子どもが企画する運動活動 

全校一斉に取り組み運動時間を保障 

誰もが参加できるような場の設定 

全学級週に 1回の「みんなで遊ぶ日」の設定 

外遊びの奨励・学級で内容検討（自治的活動） 

運動をしたくなる環境整備 

道具の充実・様々な運動場の常設 

食事と栄養 

日々の給食カレンダーの活用 

フードリサイクルの充実 

家庭科と連携させた食指導 

体と命 

性に関する指導 

自他の命と体の 

大切さ 

全学年、年 1時間の健康に関する指導の設定 

専門性の高い栄養教諭、養護教諭による指導 

全国体力・運動能力、運動習慣等調査や 

学校独自の調査結果等を活用 

体育科の学習状況評価結果の活用 

（日常の実技テストや観察等） 
学校独自の児童アンケートや 

保護者アンケート等の活用 

学校運営協議会・ 

学校関係者評価等の活用 

生活習慣の見直し・改善 

家庭と連携した月１回のノーメディアデー 

学級の実態に応じて独自の生活目標を設定 

生活委員会を中心とした生活習慣の見直し 



 


